
旬をおいしく！
農菜レシピ 里芋の炊き込みごはん

＊材料＊（２人分）

①米は洗ってザルにあげておく。
　里芋は洗って乾かしておく。

②里芋は皮をむき、４つ割にして２cm　
　くらいの大きさに切る。

③炊飯器に米、里芋、昆布、Ａを入れて
　炊く。
　炊き上がったら、５分ほど蒸らす。

④昆布は取り出して細く切り、ムラなく
　混ぜ合わせて茶碗に盛る。三つ葉はざ
　く切りにして、散らす。

＊作り方＊

米…２合
里芋…300ｇ
Ａ　出汁…２カップ
　　塩…小さじ 2/3
　　酒…大さじ１
　　しょうゆ…大さじ１
昆布…10cm
三つ葉…適宜

向山美和子の料理教室
向山美和子先生

子どももお年寄りも男性も、
みんなが集える教室

30分ほど置くと、水が切れて
ぬかの臭みが落ちます。

皮がむきやすくなります。

皮は厚めにむくと、白くきれいに仕上がり
ます。
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ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
50
㌃
、
モ
モ
40

㌃
を
中
心
に
、
野
菜
と
果
樹
を
栽

培
す
る
中
央
市
木
原
の
江
間
さ
ん

一
家
。
新
也
さ
ん
は
法
人
を
設
立

し
、
農
産
物
を
い
つ
で
も
お
い
し

く
味
わ
え
る
加
工
品
の
開
発
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
税
務
申
告
は
、

会
計
事
務
所
に
勤
め
る
と
も
子
さ

ん
の
担
当
。
忍
さ
ん
も
、
昨
年
か

ら
本
格
的
に
農
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
小
学
１
年
生
の
桜
ち
ゃ
ん
は
お

絵
か
き
が
上
手
。
学
校
で
は
プ
ー

ル
の
時
間
が
大
好
き
で
す
。
大
河

く
ん
は
、
最
近
ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ

の
１

－

１
を
一
人
で
ク
リ
ア
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
末
っ
子
の
日
和
ち
ゃ
ん
は
「
Ｈ
Ｕ
Ｇ
っ
と
！
プ
リ

キ
ュ
ア
」
の
キ
ュ
ア
エ
ー
ル
に
夢
中
で
す
。
３
人
と
も
家
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

や
モ
モ
が
大
好
き
で
す
。

江
間
　
政
雄
さ
ん
（
67
）
　
と
も
子
さ
ん
（
70
）
　
　

　
　
　
新
也
さ
ん
（
38
）
　
忍
さ
ん
（
33
）
　
　

　
　
　
桜
ち
ゃ
ん
（
7
）
　
大
河
く
ん
（
4
）
　

　
　
　
日
和
ち
ゃ
ん
（
３
）

さ
く
ら

ま
さ
お

し
ん
や

こ

し
の
ぶ

ひ
よ
り

た
い
が

山梨県農業共済組合

ア
ル
バ
ム

冬号

　
い
よ
い
よ
収
入
保
険
の
加
入
申
請
手
続
が
始
ま
り
ま
す
。
本
紙
で
も

特
集
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
読
み
い
た
だ
き
、
加
入

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
収
入
保
険
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
や
お
困
り
の

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
予
告
〉
広
報
紙
「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」
２
０
１
８
冬
号

　
　
　  （
平
成
30
年
12
月
発
行
予
定
）

編
集
後
記



な
る
の
で
「
こ
の
作
業
は
自
分
た

ち
で
や
ら
な
い
と
ね
」
と
重
晴
さ

ん
と
顔
を
見
合
わ
せ
ま
す
。

　
お
客
さ
ん
は
県
外
の
リ
ピ
ー
タ
ー

が
多
く
、
「
手
紙
や
写
真
を
送
っ

て
く
れ
る
方
も
い
て
、
そ
う
し
た

お
付
き
合
い
が
楽
し
く
、
や
り
が

い
に
も
な
り
ま
す
」
と
、
和
子
さ

ん
は
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
園
の
２
代
目
と
い
う
重
晴

さ
ん
は
、
郵
便
局
勤
め
の
頃
か
ら

農
業
を
始
め
、
農
業
歴
は
50
年
を

超
え
る
大
ベ
テ
ラ
ン
。
農
閑
期
も

「
資
材
の
管
理
や
農
機
具
の
整
備

な
ど
、
や
る
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ

る
ね
」
と
農
業
一
筋
で
す
。

　
冬
の
楽
し
み
は
、
野
菜
作
り
だ

と
い
う
和
子
さ
ん
。野
菜
は「
い
ー

な
と
う
ぶ
竜
王
」
に
出
荷
し
て
い

ま
す
。
吉
沢
の
寒
さ
を
生
か
し
た

　
甲
斐
市
吉
沢
の
昇
仙
峡
ラ
イ
ン

沿
い
で
ブ
ド
ウ
の
観
光
園
「
三
渓

園
」
を
営
む
石
橋
さ
ん
ご
夫
婦
。

25
品
種
も
の
多
種
多
様
な
ブ
ド
ウ

を
栽
培
し
、
営
業
期
間
の
８
月
初

め
か
ら
11
月
ま
で
、
時
期
に
よ
っ

て
違
っ
た
品
種
を
楽
し
め
る
よ
う

工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
多
品
種
の
栽
培
で
は
、
品
種
ご

と
に
異
な
る
手
入
れ
が
大
変
と
の

こ
と
。
「
今
年
は
暑
さ
で
生
育
が

早
か
っ
た
。
早
生
も
晩
生
も
作
業

が
同
じ
よ
う
な
時
期
に
な
っ
て
し

ま
い
、
ジ
ベ
処
理
や
カ
サ
掛
け
な

ど
に
追
わ
れ
大
変
だ
っ
た
よ
」
と

重
晴
さ
ん
。

　
取
材
当
日
は
摘
粒
作
業
に
追
わ

れ
て
い
た
お
二
人
。
和
子
さ
ん
は

「
こ
の
作
業
は
50
年
変
わ
ら
な
い
」

と
、
手
際
よ
く
房
の
形
を
整
え
て

い
き
ま
す
。
残
す
粒
に
、
は
さ
み

の
先
が
触
れ
る
と
裂
果
の
原
因
に

「
ち
ぢ
み
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
」が
お

客
さ
ん
に
評
判
と
の
こ
と
。

　
趣
味
は
日
本
舞
踊
で
、
「
本
番

衣
装
に
身
を
包
み
舞
台
に
立
つ
の

が
楽
し
み
」
と
、
照
れ
な
が
ら
話

し
ま
す
。

お
客
さ
ん
の
手
紙
を
や
り
が
い
に

農
閑
期
も
農
業
一
筋

摘粒作業をする重晴さんと和子さん

今
で
も
撚
糸
機
と
レ
ー
ス
編
み
機

が
あ
り
、
暇
を
み
て
日
出
子
さ
ん

が
作
業
を
し
ま
す
。

　
義
美
さ
ん
は
農
作
業
か
ら
機
械

の
修
理
ま
で
、
地
域
で
も
大
変
頼

ら
れ
る
存
在
。
「
幼
稚
園
の
隣
の

田
ん
ぼ
が
草
ぼ
う
ぼ
う
で
は
ヘ
ビ

も
出
る
し
、
子
ど
も
が
危
な
い
か

ら
」
と
、
自
宅
の
農
作
業
以
外
に

も
遊
休
農
地
の
耕
作
も
行
い
ま
す
。

　
最
近
は
、
富
士
河
口
湖
町
の
農

家
か
ら
も
依
頼
さ
れ
、
収
穫
作
業

を
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。
「
年
寄

り
が
増
え
て
、
機
械
も
な
い
し
、

田
ん
ぼ
の
耕
作
も
難
し
く
な
っ
て

い
る
。
何
と
か
続
け
て
も
ら
え
る

よ
う
に
手
伝
っ
て
い
る
よ
」
と
、

二
人
で
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い

ま
す
。

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
顔
が
広
い

　
「
富
士
吉
田
は
寒
い
か
ら
、
９

月
に
は
こ
た
つ
を
出
す
よ
」
と
話

す
小
山
田
さ
ん
ご
夫
婦
。
お
住
ま

い
の
下
吉
田
地
区
は
、
寒
い
時
期

が
長
く
農
業
だ
け
で
は
生
活
が
厳

し
い
た
め
織
物
産
業
が
盛
ん
で
、

昔
は
ど
の
家
庭
で
も
作
業
場
に
織

機
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
小
山
田
さ
ん
宅
で
も
、
14
年
前

ま
で
機
屋
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。

織
り
子
は
日
出
子
さ
ん
。
お
子
さ

ん
た
ち
は
作
業
場
で
織
機
の
音
を

子
守
唄
に
し
て
育
っ
た
そ
う
で
す
。

お
二
人
は
、
地
元
の
老
人
ク
ラ
ブ

を
復
活
さ
せ
て
、
仲
間
と
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
「
昔
は
家
に
馬
が
い
て
、
山
か

ら
丸
太
を
運
ん
で
、
薪
に
し
て
糸

を
染
め
て
い
た
か
ら
ね
」
と
義
美

さ
ん
。
乗
馬
も
で
き
る
た
め
、
小

室
浅
間
神
社
の
流
鏑
馬
祭
り
に
は

毎
回
駆
り
出
さ
れ
ま
す
。
後
継
者

を
大
募
集
中
と
の
こ
と
で
す
。

　
日
出
子
さ
ん
は
婦
人
会
の
お
友

達
と
ラ
ン
チ
を
す
る
の
が
楽
し
み
。

春
に
検
査
入
院
を
し
た
の
で
、
今

は
ラ
ン
チ
を
復
活
で
き
る
よ
う
に

少
々
療
養
中
で
す
。

機
屋
の
兼
業
農
家

は
た
や

仲
間
と
楽
し
む

田んぼの一角には屋敷神のお社があります

ね
ん
し
き

3 2

お
互
い
へ
一
言

重
晴
さ
ん

　
い
つ
も
一
生
懸
命
や
っ
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら

も
健
康
で
、
仲
良
く
や
り
ま
し

ょ
う
。

和
子
さ
ん

　
二
人
で
仲
良
く
、
体
に
気
を

付
け
て
、
１
年
で
も
長
く
続
け

ま
し
ょ
う
。

ブ
ド
ウ
50
㌃

甲
斐
市

吉
沢
長
と
ろ
地
区
共
済
部
長

い
し
ば
し
　
　
　  

し
げ
は
る

か
ず
こ

石
橋
　重
晴
さ
ん（
78
）

　
　
　和
子
さ
ん（
71
）

お
互
い
へ
一
言

義
美
さ
ん

　
当
た
り
前
に
や
っ
て
も
ら
っ

て
い
た
こ
と
が
大
変
で
入
院
中

は
困
っ
た
。
夫
婦
だ
か
ら
で
き

て
い
た
作
業
も
い
っ
ぱ
い
あ
っ

た
ん
だ
と
気
づ
い
た
よ
。

日
出
子
さ
ん

　
一
番
忙
し
い
時
期
に
入
院
し

て
し
ま
っ
た
か
ら
、
大
変
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

自
分
の
こ
と
は
な
る
べ
く
自
分

で
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

水
稲
100
㌃

野
菜
10
㌃

富
士
吉
田
市

下
吉
田
１
地
区
共
済
部
長

お
や
ま
だ
　
　
　    

　
よ
し
みひ

で
こ

小
山
田
　義
美
さ
ん（
74
）

　
　
　
　日
出
子
さ
ん（
74
）

ＮＯＳＡＩの縁の下の力持ち
共済部長さんを

パートナーとして支える
奥様と共に紹介します



最高で収入の9割が補償対象

5 4

加
入
申
請
手
続
ス
タ
ー
ト
！

「
収
入
保
険
制
度
」
に
期
待

ココが
すごいよ！
収入保険

ＪＡ山梨中央会
關本　得郎　会長

山梨県農業法人協会
三森　斉　代表

（有限会社ぶどうばたけ代表取締役）

　自己責任部分は１割です。１割を超える収入減少に対応します。

　
い
よ
い
よ
収
入
保
険
の
加
入
申
請
手
続
が
始
ま
り
ま
す
。
収
入
保
険
は
、
青
色
申
告
農
業
者
を
対
象
と
し
た
国
の

保
険
で
す
。
収
入
を
補
て
ん
す
る
他
の
類
似
制
度
と
は
重
複
加
入
で
き
な
い
た
め
、
自
分
の
経
営
内
容
に
応
じ
て
制

度
を
選
択
し
ま
す
。

　
収
入
保
険
は
農
業
者
に
と
っ
て
た
く
さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
加
入
を
検
討
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

収入保険制度特集収入保険制度特集

全ての農産物
をカバー

品目の限定はありません。
農業者が生産する全ての農産物
の販売収入を補償します。

１

国の手厚い助成

保険料の50％を国が負担
積立金の75％を国が負担
事務費の50％を国が負担
国の制度なので安心！

4

幅広い補償

自然災害による減収はもちろん

　市場価格の低下
　盗難、運搬中の事故
　取引先の倒産
　病気やケガで収穫できない
　輸出時の為替変動
など、幅広い要因による収入の減
少を補償します。

2

3

収入減少に対する保険金の支払は
確定申告終了後です。
それまでの資金繰りが立たない…
そんなときは

収入保険に加入していれば、
無利子で「つなぎ融資」が
受けられます！
※一定の条件があります。

営農継続の切り札
「つなぎ融資」

5

収入保険についてお聞きしました
　
い
よ
い
よ
来
年
分
の
農
業
収
入
か

ら
「
収
入
保
険
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

　
就
農
者
の
高
齢
化
や
農
業
の
国
際

化
の
進
展
に
よ
る
価
格
競
争
の
激
化

な
ど
、
農
業
・
農
家
経
営
を
取
り
巻

く
環
境
は
非
常
に
厳
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。
農
業
者
が
将
来
展
望
の
持

て
る
持
続
可
能
な
農
業
を
展
開
し
、

次
代
に
安
心
し
て
経
営
を
継
承
し
て

い
く
た
め
に
は
、
経
営
安
定
の
実
現

が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　
農
業
と
い
う
産
業
は
天
候
に
左
右

さ
れ
、
そ
の
作
柄
等
が
価
格
に
も
大

き
く
影
響
し
ま
す
。
さ
ら
に
予
期
せ

ぬ
健
康
面
等
の
問
題
な
ど
、
農
業
経

営
は
様
々
な
不
安
定
要
素
を
含
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
課
題
を
解
消
し
、
経

営
の
安
定
を
実
現
す
る
た
め
、
収
入

保
険
制
度
に
は
大
き
な
期
待
を
寄
せ

て
お
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
山
梨
で
は
、
『
農

業
者
の
所
得
増
大
』
を
目
標
に
掲
げ

自
己
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

収
入
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
多
く

の
農
家
が
加
入
す
る
よ
う
制
度
の
普

及
や
、
農
家
の
掛
金
負
担
が
少
し
で

も
軽
減
で
き
る
よ
う
な
措
置
も
検
討

し
て
参
り
ま
す
。
同
制
度
が
農
家
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
制
度
と
し
て
定

着
さ
れ
ま
す
よ
う
、
今
後
と
も
最
大

限
の
協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

経
営
に
合
っ
た
制
度
の
選
択
を

　
山
梨
県
農
業
法
人
協
会
で
は
、
会

員
25
法
人
に
よ
り
情
報
提
供
、
交
流

を
行
っ
て
い
ま
す
。
他
県
で
は
水
田

畑
作
の
法
人
が
多
い
中
、
果
樹
な
ど

の
法
人
が
加
入
し
て
い
る
点
が
山
梨

県
の
特
徴
で
す
。
日
本
農
業
法
人
協

会
主
催
の
研
修
等
に
も
参
加
し
、
つ

な
が
り
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
収
入
保
険
は
、
収
量
で
は
な
く
収

入
を
補
償
し
ま
す
。
現
在
に
合
っ
た

制
度
で
、
専
業
農
家
に
は
十
分
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
７
月
に

西
日
本
豪
雨
が
あ
り
ま
し
た
が
、
山

梨
で
も
い
つ
何
時
何
が
起
き
る
か
わ

か
ら
な
い
状
況
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

経
営
に
合
っ
た
補
償
制
度
を
選
択
し

て
く
だ
さ
い
。

　
私
が
ブ
ド
ウ
栽
培
を
し
て
い
る
勝

沼
町
菱
山
地
区
は
、
ひ
ょ
う
な
ど
の

局
地
的
な
災
害
が
多
い
た
め
、
樹
園

地
方
式
の
果
樹
共
済
に
加
入
し
て
い

ま
す
。
ブ
ド
ウ
は
進
行
性
の
病
害
も

あ
る
の
で
、
適
期
に
現
地
評
価
を
し

て
も
ら
う
の
が
大
変
だ
と
感
じ
て
い

ま
し
た
。
青
色
申
告
の
収
入
に
よ
る

補
償
で
し
た
ら
、
公
平
な
評
価
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

　
山
梨
県
の
果
樹
は
、
小
さ
い
面
積

で
い
か
に
単
収
を
上
げ
、
収
入
を
増

や
す
か
で
す
。農
家
の
収
入
が
増
え
、

農
業
で
生
活
で
き
る
環
境
を
次
世
代

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
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収入保険制度特集収入保険制度特集

収入保険スケジュール

（保険期間が平成31年１月～12月の場合）

＜収入保険加入申請書のイメージ＞

（参考）農業者に用意していただくお金
基準収入が1,000万円の農業者が、補償限度90％（保険80％+積立10％）、
支払率90％の最大補償を選択した場合の試算

① ② ③ ④

加入申請手続から保険金等支払まで
　
加
入
申
請
時
に
は
、
次
の
書
類

を
作
成
し
ま
す
。

・
収
入
保
険
加
入
申
請
書

・
過
去
の
農
業
収
入
金
額
申
告
書

　
と
補
助
フ
ォ
ー
ム

・
農
業
経
営
に
関
す
る
計
画

〈
添
付
書
類
〉

・
青
色
申
告
決
算
書
等
の
税
務
申

　
告
書
類
の
写
し
な
ど

　
保
険
料
、
積
立
金
、
事
務
費
を
納
付
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
積
立
金
は
、
預
け
金

と
同
じ
で
使
わ
な
け
れ
ば
翌
年
に
持
ち
越

さ
れ
ま
す
。

　
保
険
料
等
の
納
付
方
法
は
、
口
座
振
替

で
す
。

 

平
成
30
年
分
の
書
類
を
作
成
　

　
平
成
30
年
分
の
確
定
申
告
が
終
わ
っ
た

ら
、
次
の
書
類
を
作
成
し
ま
す
。

・
過
去
の
農
業
収
入
金
額
申
告
書
と
補
助

　
フ
ォ
ー
ム

〈
添
付
書
類
〉

・
青
色
申
告
決
算
書
等
の
税
務
申
告
書
類

　
の
写
し
な
ど

 

事
故
が
発
生
し
た
ら…

　
事
故
（
自
然
災
害
や
盗
難
な
ど
）
に
よ

り
数
量
減
少
が
見
込
ま
れ
る
と
き
は
、
速

や
か
に
事
故
の
発
生
状
況
等
を
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
に
通
知
し
ま
す
。

　

※

収
入
保
険
で
は
、
事
故
を
個
別
に
認
定
せ
ず
、

確
定
申
告
後
の
税
務
関
係
書
類
を
用
い
て
収
入

を
把
握
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

　
例
外
と
し
て
、
農
産
物
の
数
量
減
少
に
関
係

す
る
損
害
に
つ
い
て
は
、
事
故
発
生
の
通
知
を

義
務
づ
け
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

氏名・住所等の記入の
ほか、青色申告実績の
年数と種類にチェック
します。

各種手続は、ＮＯＳＡＩ職員が
タブレット端末を使って
サポートします！！

　青色申告（簡易な方
式を含む。）の実績が
加入申請時に１年分あ
れば加入できます。
　保険方式の補償限度
額の上限は、青色申告
の実績に応じて、段階
的に上がります。

加入初年の保険料率は、
1.08％です。自動車保険
と同様に、保険金の受取
実績に応じて、翌年の保
険料率が変動する仕組み
になっています。

保険金の受取りがなければ、
１段階ずつ下がり、10年で
半額水準になります。

平
成
26
年
〜
29
年
ま
で
の
期
間

で
、
連
続
し
た
年
の
分
を
用
意

し
て
く
だ
さ
い
。

希望する補てん方式、
補償限度、支払率など
を選択し、チェックし
ます。

保険料・積立金につい
て一括支払か分割支払
を選択し、チェックし
ます。

個人情報の取扱いをご
確認の上、チェックし
ます。

農
作
業
日
誌
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
！

事
故
に
よ
っ
て
は
、
農
作
業
日
誌
で
生
育
状

況
な
ど
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

収
入
保
険
に
加
入
し
て
い
て
も
、

・
園
芸
施
設
共
済
（
施
設
本
体
）

・
果
樹
共
済
の
樹
体
共
済

・
家
畜
共
済

　
　死
廃
共
済
（
搾
乳
牛
や
繁
殖
雌
牛
等
）

　
　病
傷
共
済

に
は
同
時
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
！

（注）保険期間開始後に得られる加入申請の年分の実績
　　　と併せて５年以上となります。注１　保険料は、前年までの保険金の受取実績に応じて変動します。

注２　積立金は、前年に積立金の取崩しがなければ、０（積み増す必要はありません）

加入申請時の
青色申告の実績

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

ー 1

ー 2

ー 3

ー 4

ー 5

ー 6

ー 7

ー 8

ー 9

ー 10

2.574％

1.578％

1.522％

1.467％

1.412％

1.356％

1.301％

1.246％

1.190％

1.135％

1.080％

1.024％

0.969％

0.913％

0.858％

0.803％

0.747％

0.692％

0.637％

0.581％

0.540％

保険料率
（国庫補助後）

加入１年目

保険料

積立金

事務費

合計

２年目以降

7.8万円　±α（注1）

（22.5万円）　　（注2）

2.1万円 　　　　　　　　

7.8万円（0.78%）

22.5万円（2.25%）

2.2万円（0.22%）

32.5万円（3.25%）

基準収入の

１年

２年

３年

４年以上（注）

基準収入の70％

基準収入の75％

基準収入の78％

基準収入の80％

保険方式の
補償限度額の上限

危険段階区分

（掛け捨てでない）

危険段階別の保険料率

平
成
30
年
分

〜
平
成
30
年
11
月

加
入
申
請
手
続

〜
平
成
30
年
12
月

保
険
料
等
の
納
付

平
成
31
年
1
月
〜
12
月

 

営
農
計
画
を
変
更
す
る
と
き
は…

　
作
付
す
る
品
目
や
面
積
な
ど
を
変
更
す

る
と
き
は
、「
農
業
経
営
に
関
す
る
計
画
」

を
変
更
し
ま
す
の
で
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

基
準
収
入
や
保
険
料
、
積
立
金
等
を
再
算

定
し
ま
す
。

保
険
期
間
税
の
収
入
算
定
期
間
と
同
じ
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収
入
保
険
制
度
Q
&
A

Q 3
　果
樹
を
改
植
す
る
と
一
定
期
間
収
入
が

減
少
す
る
け
ど
、
補
て
ん
の
対
象
と
な
る

の
？　

　
基
準
収
入
は
、
農
業
者
ご
と
の
過
去
５
年

　
　
間
の
平
均
収
入
（
５
中
５
）
を
基
本
と
し

て
い
ま
す
が
、
改
植
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
保

険
期
間
の
収
穫
量
が
減
少
し
、
保
険
期
間
中
に

見
込
ま
れ
る
農
業
収
入
金
額
が
過
去
の
平
均
収

入
（
５
中
５
）
よ
り
も
低
く
な
る
と
見
込
ま
れ

る
場
合
は
、
当
該
金
額
ま
で
基
準
収
入
を
下
方

修
正
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

A

Q 4
　税
金
申
告
の
際
、
果
樹
共
済
掛
金
は
全

額
必
要
経
費
と
し
て
控
除
さ
れ
た
が
、
収

入
保
険
の
保
険
料
・
積
立
金
・
事
務
費
は

控
除
に
な
る
の
？

　
　
保
険
料
・
事
務
費
は
全
額
必
要
経
費
と
し

　
　
て
控
除
に
な
り
ま
す
。
積
立
金
は
預
け
金

と
な
る
の
で
控
除
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

A

Q 2
　保
険
料
や
積
立
金
は
、
分
割
で
支
払
う

こ
と
は
で
き
る
の
？

　
　
保
険
期
間
開
始
前
ま
で
に
納
付
す
る
こ
と

　
　
が
原
則
で
す
が
、
保
険
期
間
開
始
前
ま
で

に
１
回
目
の
納
付
を
行
い
、
そ
の
後
、
保
険
期

間
開
始
後
８
カ
月
後
ま
で
の
間
で
、
分
割
支
払

が
可
能
で
す
。
（
分
割
支
払
は
最
大
９
回
ま
で

選
択
で
き
ま
す
。
）

A
Q 1
　収
入
保
険
導
入
の
理
由
は
？

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
農
業
者
を

応
援
す
る
保
険
で
す
！

　
　
近
年
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く

　
　
様
変
わ
り
す
る
中
で
、
農
業
共
済
を
は
じ

め
と
す
る
既
存
の
制
度
で
は
、
対
象
と
な
る
品

目
が
限
定
的
で
あ
り
、
対
象
と
な
る
リ
ス
ク
も

限
定
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
業
経
営
全
体
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
れ
ま
で
に
無
い
画
期
的

な
保
険
と
し
て
導
入
に
な
り
ま
し
た
。

A

収入保険制度のＱ＆Ａは
農林水産省のホームページ
にも掲載されています。

「
ど
う
な
る
の
？
」
に
や
さ
し
く
解
説
し
ま
す
。

Q 5
　青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者
が
経

営
を
移
譲
し
た
場
合
、
そ
の
青
色
申
告
実

績
は
引
き
継
が
れ
る
の
？

　
　
譲
受
人
が
青
色
申
告
を
行
う
者
で
あ
っ
て
、

　
　
経
営
移
譲
の
前
後
で
事
業
の
同
一
性
が
認

め
ら
れ
る
場
合
は
、
青
色
申
告
実
績
を
引
き
継

げ
ま
す
。

A

検 索農業　収入保険

類似制度との比較や、基準収入の算定シミュレーションが
できるエクセルファイルは、ＮＯＳＡＩ山梨ホームページ
でダウンロードできます。ご自分で試算してみたい方は、
ぜひご利用ください。

収入保険制度特集

平
成
32
年
　
確
定
申
告
後
〜
6
月

保
険
金
等
の
請
求
・
支
払

お問い合わせ

富士吉田市、都留市、大月市、上野原市、
道志村、西桂町、忍野村、山中湖村、
鳴沢村、富士河口湖町、小菅村、丹波山村

富士支所 0554-45-6611
南アルプス市、中央市、市川三郷町、
早川町、身延町、南部町、富士川町、
昭和町

南アルプス支所 055-282-0443

北部支所 0551-23-1111
韮崎市、北杜市、甲斐市

中央支所 0553-22-5056
甲府市、山梨市、笛吹市、甲州市

　
平
成
31
年
分
の
確
定
申
告
が
終
わ
っ
た

ら
、
次
の
書
類
を
作
成
し
、
保
険
金
等
を

請
求
し
ま
す
。

・
保
険
期
間
の
農
業
収
入
金
額
実
績
申
告

　
書
兼
保
険
金
請
求
書

〈
添
付
書
類
〉

・
青
色
申
告
決
算
書
等
の
税
務
申
告
書
類

　
の
写
し
な
ど

※

収
入
減
少
の
理
由
等
を
申
告
し
て
い
た
だ
き
、

　
収
量
の
減
少
や
価
格
の
低
下
の
要
因
等
を
確

　
認
し
ま
す
。

ＮＯＳＡＩ全国連が内容を審査後、
保険金・特約補てん金を支払います。

○１割超の被害から支払い
　農業共済では３割超の収量減少から共済金
が支払われる場合が多いです。収入保険では、
１割（保険方式の
みでも２割）を超
える収入減少から
補てん金が支払わ
れます。農家の損
失感覚に合った保
険ではないでしょ
うか。

○実はお得な積立金
　積立金は、一見大きい金額に見えますが、
使用しなければ翌年に持ち越されますし、国
が75％を補助するので、非常に有利です。
上の表「補てん金額」の試算では、22.5万円
の積み立てで90万円が補
てんされます。
　また、積立方式からの
み補てんされた場合は、
翌年の保険料率には影響
がありません。

収入減少の程度
（保険期間の収入）

保険方式
（保険金）

積立方式
（特約補てん金）

補てん金を含めた
保険期間の収入
（対基準収入）

  20％
（800万円）

  30％
（700万円）

  50％
（500万円）

100％
（    0万円）

補てん金
の合計

90万円

180万円

360万円

810万円

0万円

90万円

270万円

720万円

90万円

90万円

90万円

90万円

890万円
（89％）

880万円
（88％）

860万円
（86％）

810万円
（81％）

補てん金額

支払いの流れ

請求

ＮＯＳＡＩ全国連

保険金
積立金
（特約補てん金）

基準収入が1,000万円の農業者が、補償限度90％（保険80％+積立10％）、
支払率90％の最大補償を選択した場合の試算

８
割
以
上
の
収
入
を
確
保

収入保険制度特集

農　業　者

ＮＯＳＡＩ山梨

審査

職員からのおすすめポイント

補償限度の上限まで加入していただき、収入保険制度を最大限活用してください！

1割

積立方式
（特約補てん金）

90万円

90万円

90万円

90万円

22.5万円の積み立てで



11 10

被害耕地に立てる共済部長さんへ提出＜記入例＞災害の種類・発生月日の欄を記入します

様式例第21号 損害通知書（定期報告）
損害評価野帳   [   一筆方式（一般）　]NO

共済目的

耕地番号
分筆番号
引受面積

0001
001
7.7a

種類別 水稲
品種名
評価地区
階層名

悉皆調査単収 kg
kg

kg

％

事故除外方式悉皆調査単収
判定
病虫害による単当減収量
肥培管理

災害の種類

災害の種類

災害発生月日

災害発生月日

地区名
耕作者氏名

宝１
農済 太郎

ﾀｶﾗﾐﾔﾉﾏｴ21－1

耕地番号 0001
分筆番号
引受面積

001
7.7a

種類別 水稲
品種名

耕地の
地名地番

良　、　中　、　不良
分割割合
分割事由

類区分 大地区名

水稲１回作 甲府市
小地区名 評価月日

組合員等氏名組合員等コード

12345678 農済 太郎

耕地の地名地番 ﾀｶﾗﾐﾔﾉﾏｴ21－1

コシヒカリ

風水害 Ｈ30．９．１５

コシヒカリ

評価者名

通し番号

切
取
線

通し番号

被害表示の立札
農家が記入して被害耕地に立ててください。

宝１ 印

＊
＊
＊

＊

＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊

＊

＊

【
被
害
申
告
】

　
農
家
が
被
害
申
告
を
し
ま
す
。

（
お
近
く
の
共
済
部
長
さ
ん
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
）

【
悉
皆
（
し
っ
か
い
）
調
査
】

　
損
害
評
価
員
が
、
申
告
の
あ
っ
た
す
べ

て
の
耕
地
の
見
込
収
穫
量
を
調
査
し
ま
す
。

【
抜
取
調
査
】

　
悉
皆
調
査
の
結
果
を
基
に
、
地
区
ご
と

に
評
価
の
偏
り
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る

た
め
、
損
害
評
価
会
委
員
と
組
合
職
員
で

抜
取
調
査
（
坪
刈
り
）
を
行
い
ま
す
。

【
損
害
評
価
会
の
審
査
】

　
組
合
は
、
調
査
結
果
に
基
づ
い
た
損
害

高
を
損
害
評
価
会
に
諮
問
し
、
答
申
を
受

け
ま
す
。

【
農
林
水
産
省
の
審
査
】

　
損
害
評
価
会
の
答
申
を
受
け
た
後
、
損

害
高
を
農
林
水
産
省
へ
提
出
し
、
審
査
、

認
定
を
受
け
ま
す
。

【
共
済
金
の
お
支
払
い
】

　
12
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

被
害
申
告
を
お
忘
れ
な
く

水
稲
共
済
損
害
評
価
始
ま
る

対
象
と
な
る
災
害

住
宅
を
狙
っ
た
空
き
巣
、
忍
び
込
み
に
注
意
！！

犯
人
は
無
締
ま
り
箇
所
を

狙
い
、
犯
行
の
機
会
を

う
か
が
っ
て
い
る
！

侵
入
窃
盗
被
害
防
止
に

効
果
的
な
防
犯
建
物
部
品

（
Ｃ
Ｐ
製
品
）

損
害
評
価
野
帳
の
提
出
を

　
水
稲
の
収
穫
時
期
が
目
前
に
な
り

ま
し
た
。
水
田
を
良
く
見
回
り
、
被

害
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
３

割
以
上
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
と
判

断
し
た
場
合
に
は
、
必
ず
収
穫
前
に

共
済
部
長
さ
ん
へ
被
害
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
被
害
申
告
の
あ
っ
た
耕
地
に
つ
い

て
は
、
損
害
評
価
を
実
施
し
ま
す
。

収
穫
し
て
し
ま
う
と
損
害
評
価
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
、火
災
、

病
虫
害
及
び
鳥
獣
害

※

防
除
用
薬
剤
の
薬
害
に
よ
る
被
害
は
対
象

　
と
な
り
ま
せ
ん
。　

山
梨
県
内
で
は
昨
年
、
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
窃
盗
の
被
害
が
２
７
６
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
本

年
１
月
か
ら
６
月
末
ま
で
の
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
窃
盗
の
被
害
は
１
１
４
件
と
、
前
年
の
同
時
期

（
１
３
７
件
）
か
ら
23
件
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
高
水
準
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
被
害
防
止
の
基
本
は
カ
ギ
か
け
で
す
。

犯
人
は
、
下
見
を
し
て
犯
行
の
機
会
を
う

か
が
っ
て
い
る
た
め
、
無
締
ま
り
の
家
ほ

ど
狙
わ
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
犯
人
は
、侵
入
に
時
間
が
か
か
っ
た
り
、

人
に
見
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
を
嫌
い
ま
す

の
で
、
不
在
時
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
在

宅
中
で
も
カ
ギ
を
か
け
る
習
慣
を
つ
け
、

就
寝
時
の
カ
ギ
か
け
も
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
忍
び
込
み
の
被
害
は
、
強
盗
事
件
な
ど

凶
悪
な
犯
罪
に
発
展
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　
犯
人
は
侵
入
に
５
分
以
上
か
か
る
と
７

割
が
犯
行
を
あ
き
ら
め
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
侵
入
攻
撃
か
ら
５
分
以
上
耐
え
る

優
れ
た
性
能
を
持
っ
た
、
安
全
安
心
な
建

物
部
品
「
防
犯
建
物
部
品
」（
Ｃ
Ｐ
製
品
）

な
ど
も
活
用
し
て
危
険
な
犯
罪
被
害
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
表
の
と
お
り
、
ガ
ラ
ス
破
り
に
よ
る
侵

入
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
窓
や
ド
ア

の
防
犯
対
策
と
し
て
、
Ｃ
Ｐ
製
品
を
取
り

付
け
る
こ
と
も
有
効
で
す
。
犯
人
は
人
に

見
ら
れ
る
こ
と
を
嫌
い
ま
す
の
で
、
セ
ン

サ
ー
付
き
の
ラ
イ
ト
や
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
す
る
こ
と
も
被
害
防
止
に
有
効
で
す
。

　
不
審
な
人
や
車
を
見
か
け
た
ら
１
１
０

番
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
表
の
と
お
り
、
住
宅
対
象
の
侵
入
窃
盗

の
多
く
は
、
無
締
ま
り
箇
所
か
ら
侵
入
さ

れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

１
．
被
害
申
告
を
し
た
方
に
は
、
共

　
　
済
部
長
（
損
害
評
価
員
）
さ
ん

　
　
が
「
損
害
評
価
野
帳
」
を
配
布

　
　
し
ま
す
の
で
、
記
入
例
を
参
考

　
　
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
く

　
　
だ
さ
い
。
被
害
耕
地
ご
と
に
１

　
　
枚
ず
つ
必
要
で
す
。

２
．
切
取
線
に
沿
っ
て
切
り
取
り
、

　
　
左
側
の
損
害
評
価
野
帳
を
共
済

　
　
部
長
さ
ん
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

　
　
い
。

３
．
損
害
評
価
野
帳
右
側
の
「
被
害

　
　
表
示
の
立
札
」
は
、
稲
を
搬
出

　
　
す
る
ま
で
、
被
害
耕
地
の
見
や

　
　
す
い
場
所
に
立
て
て
お
い
て
く

　
　
だ
さ
い
。

共
済
金
が
決
定
す
る
ま
で

獣害を受けた水稲

立札は約150㎝の高さに
立ててください

ＮＯＳＡＩ
ふるさと見守り活動

空き巣

忍び込み

被害
件数 無締まり

箇所からの侵入

表）県内の住宅対象侵入窃盗被害件数（平成 30年１月～６月）

ガラス破り
による侵入

56件 26件（46％）

22件（43％）

19件（34％）

21件（41％）51件

居空き 3件（43％） 2件（29％）7件

被害防止の基本は
「カギかけ」です。

ＣＰマーク
試験をクリアした防犯建物部品
だけに使用が許されています

資料提供
山梨県警察本部生活安全企画課

２ヵ月間無料で毎週ご自宅にお届け！
収入保険制度の最新情報満載

年間購読料 ４，６８０円
毎週水曜日発行

ＮＯＳＡＩ山梨広報係　ＴＥＬ055-228-4711　http://www.nosai-yamanashi.or.jp

生産現場のアイデアが満載

分かりやすい農政解説

NOSAIの仕組みが分かる

身近な話題が豊富

農業共済新聞を、２ヵ月無料で
ご自宅や職場へ郵送します。
お申し込みは、ＮＯＳＡＩ山梨へ。
ホームページでも受け付けています。
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おしらせ

  
麦
共
済
が
任
意
加
入
に

　
収
入
保
険
や
ナ
ラ
シ
対
策
な
ど
が
全

て
任
意
加
入
制
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
麦
共
済
も
平
成
31
年
産
か
ら

任
意
加
入
制
に
な
り
ま
す
。
昨
年
同
様

ご
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
方
は
、
収

入
保
険
か
麦
共
済
の
ど
ち
ら
か
を
選
択

し
て
加
入
で
き
ま
す
が
、
年
内
の
被
害

に
対
応
す
る
に
は
、
収
入
保
険
に
移
行

す
る
方
も
、
一
旦
麦
共
済
に
加
入
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

農
作
物
共
済

麦共済の加入方式

一筆方式 廃止

11月から
申込開始

一筆ごとの収穫量が基準収穫
量の７割を下回った場合に共
済金を支払う

農家ごとの収穫量が８割を下
回った場合に共済金を支払う

統計データによる地域の収穫
量が一定割合を超えて減少し
た場合に共済金を支払う

半相殺方式

地域
インデックス
方式

食味計と穀粒判別機を使用して測定し、
結果は品質評価票にまとめてお渡しします

土壌の分析後、「土壌診断書」をお渡しします。
施肥の参考にしてください

  

死
廃
と
病
傷
に
分
離

　
平
成
31
年
１
月
か
ら
、
今
ま
で
死
廃

と
病
傷
が
セ
ッ
ト
加
入
と
な
っ
て
い
た

家
畜
共
済
が
「
死
廃
共
済
」
と
「
病
傷

共
済
」
に
分
離
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
選
択

加
入
と
な
り
ま
す
。
切
替
月
を
待
た
ず

に
、
現
状
の
共
済
関
係
を
解
約
し
て
１

月
か
ら
切
り
替
え
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
様
々
な
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
「
死
廃
」
と
「
病

傷
」
の
両
方
の
セ
ッ
ト
加
入
を
お
勧
め

し
ま
す
。

※

死
廃
共
済
と
病
傷
共
済
で
、
補
償
割
合
を
別
々

　
に
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
筆
方
式
が
廃
止
と
な
り
ま

す
。
半
相
殺
方
式
か
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
方
式
の
ど
ち
ら
か
に
ご
加
入
く
だ
さ

い
。
半
相
殺
方
式
と
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
方
式
で
は
、
一
筆
ご
と
の
深
い
被
害

を
補
償
す
る
た
め
、
目
視
で
全
損
、
半

損
と
み
な
し
て
共
済
金
を
算
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
特
例
が
あ
り
ま
す
。

家
畜
共
済

  

土
壌
診
断

  

水
稲
食
味
診
断

　
土
づ
く
り
と
環
境
に
や
さ
し
い
施
肥

へ
お
役
立
て
い
た
だ
く
た
め
、
本
年
度

も
土
壌
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

【
診
断
対
象
と
な
る
土
壌
】

　
果
樹
・
麦
・
水
稲
・
大
豆
の
各
共
済

　
に
加
入
し
て
い
る
圃
場

【
申
込
期
間
】

　
平
成
30
年
８
月
〜
11
月
末
ま
で

【
診
断
料
】

　
土
壌
１
点
当
た
り
２
０
０
円

　
（
果
樹
は
無
料
）

【
採
取
時
期
等
】

　
診
断
用
の
土
壌
は
、
収
穫
後
か
ら
施

肥
前
ま
で
に
採
取
し
ま
す
。

　
採
取
量
は
、
１
つ
の
圃
場
に
つ
き
約

５
０
０
ｇ
で
す
。
数
カ
所
か
ら
均
一
に

採
っ
て
混
ぜ
て
く
だ
さ
い
。

　
土
の
採
取
方
法
や
提
出
方
法
な
ど
は
、

お
近
く
の
支
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
水
稲
の
安
定
し
た
品
質
の
維
持
を
目

指
す
組
合
員
さ
ん
の
お
手
伝
い
と
し
て
、

食
味
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※

分
析
作
業
は
、
北
部
支
所
と
富
士
支
所
で
行

　
い
ま
す
の
で
、
中
央
支
所
・
南
ア
ル
プ
ス
支

　
所
へ
お
申
し
込
み
の
場
合
は
、
多
少
お
時
間

　
を
い
た
だ
き
ま
す
。

【
ご
用
意
い
た
だ
く
も
の
】

　
玄
米
３
０
０
ｇ
程
度

　
（
富
士
支
所
は
精
米
で
も
可
）

【
診
断
料
】

　
１
点
当
た
り
２
０
０
円

　
お
申
し
込
み
な
ど
は
、
お
近
く
の
支

　
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

損
害
防
止
事
業

!

  

農
家
ご
と
の
掛
金
率
を
導
入

　
平
成
31
年
産
果
樹
収
穫
共
済
の
加
入

申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す
。

　
園
地
ご
と
に
補
償
す
る
「
樹
園
地
総

合
短
縮
方
式
」
と
「
樹
園
地
特
定
危
険

方
式
」
は
、
昨
年
度
で
受
付
終
了
と
な

り
ま
し
た
。
平
成
31
年
産
か
ら
は
、
農

家
ご
と
に
補
償
す
る
「
半
相
殺
総
合
短

縮
方
式
」
へ
の
切
り
替
え
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
対
象
と
な
る
樹
種
】

　
ぶ
ど
う
、
も
も
、
す
も
も
、
り
ん
ご

【
補
償
期
間
】

　
発
芽
期
か
ら
収
穫
期
ま
で

　

　
10
月
か
ら
は
、
継
続
手
続
き
や
役
職

員
に
よ
る
加
入
推
進
が
始
ま
り
ま
す
。

生
産
部
会
の
会
議
等
に
も
伺
い
、
果
樹

共
済
の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
た
に
始
ま
る
「
収
入
保
険
制
度
」
と

十
分
に
比
較
検
討
し
、
様
々
な
リ
ス
ク

に
備
え
て
、
必
ず
ど
ち
ら
か
に
ご
加
入

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
す
で
に
平
成
31
年
産
「
半
相
殺
総
合

一
般
方
式
」
に
加
入
し
て
い
る
方
も
、

収
入
保
険
制
度
へ
移
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

　
過
去
の
被
害
実
態
を
基
礎
に
、
個
人

ご
と
に
掛
金
率
を
設
定
す
る
「
組
合
員

等
別
危
険
段
階
掛
金
率
」
を
導
入
し
ま

す
。
今
後
算
定
す
る
掛
金
は
、
こ
の
掛

金
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

  

31
年
産
加
入
申
込
ス
タ
ー
ト

果
樹
共
済

子
牛
だ
っ
て
水
を
飲
む
。

（
ミ
ル
ク
と
は
別
腹
で
！
）

　
残
暑
厳
し
く
、
人
も
牛
も
熱
中
症
に

要
注
意
な
暑
い
日
も
少
な
か
ら
ず
の
こ

の
季
節
、
今
回
は
牛
の
、
中
で
も
子
牛

の
暑
熱
対
策
に
つ
い
て
で
す
。

　
大
変
な
発
酵
熱
を
出
す
巨
大
な
反
芻

胃
を
抱
え
た
成
牛
ほ
ど
で
は
な
く
て
も
、

子
牛
も
暑
熱
の
ス
ト
レ
ス
を
受
け
ま
す
。

我
々
人
間
が
暑
い
と
感
じ
る
環
境
は
、

子
牛
た
ち
も
暑
い
の
で
、
風
通
し
や
日

よ
け
を
工
夫
し
て
体
感
温
度
を
下
げ
て

や
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
強
力
換
気
扇
の
風
は
、
成
牛
に
は
快

適
で
も
子
牛
に
は
寝
冷
え
や
夏
風
邪
の

原
因
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
同
じ

く
我
々
人
間
の
受
け
る
感
覚
を
目
安
に
、

特
に
成
牛
舎
の
脇
に
子
牛
を
置
く
場
合

な
ど
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
あ
と
、
水
は
切
ら
さ
ず
与
え
て
く
だ

さ
い
。
生
後
数
日
の
子
牛
で
も
水
を
飲

み
ま
す
。
子
牛
た
ち
に
と
っ
て
ミ
ル
ク

は
食
べ
物
で
あ
り
、
水
分
と
は
別
物
で

す
。
「
水
を
飲
む
か
ら
下
痢
を
す
る
」

の
で
は
な
く
「
下
痢
で
脱
水
す
る
の
で

喉
が
渇
く
」
の
で
す
か
ら
、
誤
解
し
な

い
よ
う
に
。

　
一
日
数
回
の
が
ぶ
飲
み
で
は
な
く
、

新
鮮
な
水
を
常
時
置
い
て
少
し
ず
つ
好

き
な
だ
け
飲
め
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま

す
。
「
こ
ま
め
な
水
分
補
給
」
が
熱
中

症
予
防
に
な
る
の
は
、
や
は
り
人
間
と

同
じ
で
す
。

　
子
牛
へ
の
暑
熱
ス
ト
レ
ス
は
、
一
見

目
立
た
な
い
様
で
も
、
長
期
に
わ
た
る

と
健
康
に
多
大
な
悪
影
響
を
与
え
る
も

の
で
す
の
で
、
成
牛
同
様
に
対
策
は
万

全
に
！ 

家
畜
診
療
日
記

果樹共済の加入方式

半相殺方式
（農家ごと補償）

補償期間中

11月から
申込開始

廃止

総合一般方式

総合短縮方式

総合短縮方式

特定危険方式

樹園地方式
（園地ごと補償）

お問い合わせ

富士支所
　０５５４ー４５ー６６１１

南アルプス支所
　０５５ー２８２ー０４４３

中央支所
　０５５３ー２２ー５０５６

北部支所
　０５５１ー２３ー１１１１

　
早
い
も
の
で
家
畜
診
療
所
に
勤
務
し
て
４
回
目
の
夏
が
無
事
終
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
牛
た
ち
の
夏
バ
テ
は
、
朝
夕
涼
し
く
な
り
ホ
ッ

と
気
が
抜
け
る
こ
の
頃
に
な
っ
て
多
く
現
れ
る
も
の
な
の
で
、
ま
だ
ま
だ

油
断
で
き
ま
せ
ん
。

家
畜
診
療
所

　富
士
ヶ
嶺
連
絡
所

　獣
医
師

　鈴
木
希
伊

常時新鮮な水を用意しましょう

一
筆
半
損
特
例

５割以上の
収量減

ほ場A

ほ場B

ほ場C
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①くるまって寝たい！
②ケーキには欠かせません。
③○○ナッツ。○○ア。ナタデ○○。
④「主」なんと読む？
⑤「○○○～石の～♪」
⑦大敵です。
⑩博多グルメを楽しもう！
⑫「稲妻」という意味のスイーツ。
⑬「詩聖」は杜甫、「詩仙」は？
⑭光陰矢の○○○。
⑮一人ひとり違っています。
⑰仕事に○○。辿り○○。

当選者：小俣みつゑさん（大月市）/近藤美幸さん（韮崎市）/白川富士枝さん（南アルプス市）/上野敏弘さん（北杜市）/清水れい子さん（北杜市）/
仲山勝泰さん（北杜市）/大柴好美さん（北杜市）/山下初美さん（笛吹市）/小沢清美さん（笛吹市）/佐藤勲さん（上野原市）/石原美也子さん（中央市）/
遠藤たえ子さん（中央市）/大原幸恵さん（市川三郷町）/河西喜孝さん（市川三郷町）/中込かつみさん（市川三郷町）/小林すすむさん（身延町）/
芦沢恵子さん（南部町）/若林泰子さん（南部町）/鈴木久美子さん（南部町）/小林光代さん（富士川町）

①世界で２番目に小さい国。
④「そして誰もいなくなった」○○○クリスティ。
⑥天高く○○○○○秋。
⑧○○耳。○○袋。幸○○。
⑨ふとんがふっとんだ。
⑪歌舞伎の世界。
⑬マスコミに情報を漏らした！
⑭白 180個、黒 181個で一組です。
⑯シェイクスピア作の悲劇。
⑱大迫力！映画の○○○○○シーン。

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

正解した方の中から

抽選で２0名様にクオカード千円分を

プレゼントいたします。

ご応募お待ちしています！

赤枠の文字を並び替えて
答えを見つけてください！

夏号のクロスワードパズルの答えは「アマガエル」でした。たくさんのご応募をありがとうございました。

　
は
が
き
又
は
メ
ー
ル
に
①
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

答
え
②
氏
名
③
郵
便
番
号
④
住
所
⑤
年
齢
⑥

性
別
⑦
電
話
番
号
⑧
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
や
広
報
紙

へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
・
ご
要
望
な
ど
を
ご

記
入
の
う
え
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
締
め
切
り

　
平
成
30
年
10
月
31
日
（
当
日
消
印
有
効
）

●
応
募
先

　
〒
４
０
０-

０
０
３
４

　
山
梨
県
甲
府
市
宝
１
丁
目
21-

20

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
梨
広
報
係

　hon@
nosai-yam

anashi.or.jp

ＮＯＳＡＩトーク
クイズの答えと一緒に寄せられた

ご意見・ご感想の一部をご紹介します。

　夏号で北杜市のご家族が「笑顔
アルバム」で紹介されていて…楽
しみながら農業をされている様子
が伝わってきました。私も家庭菜
園を楽しんでいます。
　　　　　 （北杜市　60代女性）

　ミズナは作ったことはないです
が、栽培してみたいと思いました。
　　　　  （上野原市　80代男性）

　きょうさい部長、竹山美雄さん
の記事を読んで、早生桃「ちよひ
め」、晩生桃「甲斐黄桃」を知る
ことができました。出来れば各種
桃の食感を今年は味わってみたい
ものです。
　   （南アルプス市　60代女性）

　全国的に農業人口の減少と高齢
化が進む中、この広報紙では若い
世代の人が多く取り上げられてい
ます。まだまだ山梨の農業も次の
世代に受け継いでいけると、明る
く楽しみな気持ちになります。　 
　　   （市川三郷町　50代女性）

　専業農家なので、災害時に備え、
毎年ＮＯＳＡＩに加入しています。
大好きなクロスワードパズルなの
で応募しました。 
　　　　　  （甲府市　60代女性）

　農菜レシピにのっていた「冷や
汁」ですが、食べたことも作った
こともありませんでした。レシピ
を見ると思ったより簡単なので、
家でとれたキュウリ、大葉を使っ
て作ってみようと思います。これ
からも旬の野菜を使った簡単レシ
ピを楽しみにしています。
　　　　　（南部町　40代女性）

　家のすぐ近くに田んぼがあり、
水を張ったとたんにその日の夜か
らカエルの大合唱が始まります。
いったいそれまでどこにいるのか
不思議でなりません。
　　　　　 （南部町　60代女性）
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K 
 N
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当選おめでとう
ございます！
当選おめでとう
ございます！

稲
わ
ら
の
鋤
き
込
み
は
、

秋
の
地
温
が
高
い
時
期
に
！

す

技
術
顧
問

　竹
丘

　守

園
芸
研
究
家

　牛
村

　明
雄

技
術
情
報

農
業

水
稲
水
稲

　
稲
わ
ら
は
、
地
力
を
高
め
る
貴
重
な
土

づ
く
り
資
材
で
す
が
、な
か
な
か
腐
り（
分

解
）
に
く
い
性
質
が
あ
り
ま
す
。
田
植
え

の
時
に
未
分
解
の
も
の
が
多
い
と
、
い
ろ

い
ろ
な
障
害
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。

秋
の
地
温
が
高
い
時
期
に
鋤
き
込
み
、
稲

わ
ら
を
早
く
分
解
さ
せ
て
、
有
効
に
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

・
浮
き
わ
ら
が
多
く
、
代
か
き
や
田
植
え

　
の
作
業
性
が
悪
く
な
る
。

・
分
解
過
程
で
微
生
物
が
土
壌
中
の
窒
素

　
を
吸
収
し
、水
稲
が
窒
素
不
足
に
な
る
。

・
地
温
の
上
昇
に
伴
い
稲
わ
ら
が
急
激
に

　
分
解
さ
れ
、
酸
素
不
足
や
有
害
物
質
が

　
発
生
し
て
、
根
傷
み
や
根
腐
れ
に
よ
り
、

　
生
育
が
阻
害
さ
れ
る
。

牛
村
先
生
の
畑
か
ら
、

家
庭
菜
園
に
役
立
つ
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
稲
わ
ら
を
分
解
す
る
微
生
物
が
活
動
し

や
す
い
環
境
に
し
て
、
鋤
き
込
む
こ
と
が

早
く
分
解
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

《
時
期
》
地
温
が
15
℃
以
下
に
な
る
と
微

生
物
の
活
動
が
低
下
し
て
く
る
。
収
穫
後

で
き
る
だ
け
早
く
、
地
温
が
高
い
時
期
に

鋤
き
込
む
。

《
深
さ
》
分
解
に
は
酸
素
が
必
要
。
圃
場

が
乾
い
た
状
態
で
、
酸
素
に
触
れ
や
す
い

浅
い
位
置
（
５
〜
10
㎝
）
で
耕
す
。

《
資
材
の
併
用
》
微
生
物
の
栄
養
源
や
活

動
に
好
適
な
土
壌
ｐ
Ｈ
に
す
る
た
め
、
石

灰
窒
素
（
20
㎏
／
10
ａ
程
度
）
な
ど
を
併

用
す
る
。

　
食
卓
を
彩
る
の
に
、
赤
系
の
野
菜
は
重

宝
し
ま
す
よ
ね
。
特
に
ニ
ン
ジ
ン
は
、
加

熱
し
て
も
色
が
変
わ
ら
な
い
の
が
良
い
と

こ
ろ
で
す
。
今
回
は
そ
ん
な
ニ
ン
ジ
ン
の

話
。

　
ニ
ン
ジ
ン
を
栽
培
す
る
中
で
最
も
難
し

い
の
が
、「
い
か
に
発
芽
さ
せ
ら
れ
る
か
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
ニ
ン
ジ
ン
は
、
発
芽

に
光
を
必
要
と
す
る
「
好
光
性
種
子
」
な

の
で
、
種
は
畝
に
薄
く
す
じ
ま
き
し
、
軽

め
に
土
を
か
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
他
の

野
菜
に
比
べ
て
発
芽
し
に
く
く
、
土
壌
の

乾
燥
に
弱
い
の
で
、
特
に
発
芽
ま
で
の
期

間
は
こ
ま
め
に
か
ん
水
を
し
ま
す
。
順
調

に
い
け
ば
、
播
種
か
ら
10
日
ほ
ど
で
発
芽

し
ま
す
。

　
品
種
に
も
よ
り
ま
す
が
、
播
種
か
ら
１

２
０
日
程
度
で
収
穫
す
る
の
が
一
般
的
で

す
。
小
さ
く
て
も
食
べ
ら
れ
る
の
で
、
家

庭
用
で
あ
れ
ば
、
間
引
き
も
兼
ね
て
少
し

ず
つ
収
穫
す
る
の
を
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。

　
春
播
き
だ
け
の
品
種
と
、
秋
播
き
も
で

き
る
品
種
が
あ
り
ま
す
。
種
袋
を
よ
く
確

認
し
て
播
種
し
ま
し
ょ
う
。

　
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
の
根
菜
は
、
播
種
の
前

に
は
丁
寧
に
耕
う
ん
し
て
く
だ
さ
い
。
育

て
た
い
大
き
さ
よ
り
少
し
深
め
ま
で
、
十

分
に
耕
し
ま
し
ょ
う
。
で
き
れ
ば
20
㎝
は

耕
し
た
い
で
す
ね
。

数品種が混ざっています。細長いものや黄色いニンジン
まで、いろいろ育ててみてください

酸素不足や有害物質による
根の障害

春鋤き込みの稲わら
田植え後でも原形を留めている

未
分
解
の
稲
わ
ら
が
多
い
と
？

鋤
き
込
み
の
ポ
イ
ン
ト

根が褐変、新根（白い根）
も少ない

15 14

発
芽
ま
で
こ
ま
め
に

か
ん
水
を
！



旬をおいしく！
農菜レシピ 里芋の炊き込みごはん

＊材料＊（２人分）

①米は洗ってザルにあげておく。
　里芋は洗って乾かしておく。

②里芋は皮をむき、４つ割にして２cm　
　くらいの大きさに切る。

③炊飯器に米、里芋、昆布、Ａを入れて
　炊く。
　炊き上がったら、５分ほど蒸らす。

④昆布は取り出して細く切り、ムラなく
　混ぜ合わせて茶碗に盛る。三つ葉はざ
　く切りにして、散らす。

＊作り方＊

米…２合
里芋…300ｇ
Ａ　出汁…２カップ
　　塩…小さじ 2/3
　　酒…大さじ１
　　しょうゆ…大さじ１
昆布…10cm
三つ葉…適宜

向山美和子の料理教室
向山美和子先生

子どももお年寄りも男性も、
みんなが集える教室

30分ほど置くと、水が切れて
ぬかの臭みが落ちます。

皮がむきやすくなります。

皮は厚めにむくと、白くきれいに仕上がり
ます。
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ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
50
㌃
、
モ
モ
40

㌃
を
中
心
に
、
野
菜
と
果
樹
を
栽

培
す
る
中
央
市
木
原
の
江
間
さ
ん

一
家
。
新
也
さ
ん
は
法
人
を
設
立

し
、
農
産
物
を
い
つ
で
も
お
い
し

く
味
わ
え
る
加
工
品
の
開
発
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
税
務
申
告
は
、

会
計
事
務
所
に
勤
め
る
と
も
子
さ

ん
の
担
当
。
忍
さ
ん
も
、
昨
年
か

ら
本
格
的
に
農
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
小
学
１
年
生
の
桜
ち
ゃ
ん
は
お

絵
か
き
が
上
手
。
学
校
で
は
プ
ー

ル
の
時
間
が
大
好
き
で
す
。
大
河

く
ん
は
、
最
近
ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ

の
１

－

１
を
一
人
で
ク
リ
ア
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
末
っ
子
の
日
和
ち
ゃ
ん
は
「
Ｈ
Ｕ
Ｇ
っ
と
！
プ
リ

キ
ュ
ア
」
の
キ
ュ
ア
エ
ー
ル
に
夢
中
で
す
。
３
人
と
も
家
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

や
モ
モ
が
大
好
き
で
す
。

江
間
　
政
雄
さ
ん
（
67
）
　
と
も
子
さ
ん
（
70
）
　
　

　
　
　
新
也
さ
ん
（
38
）
　
忍
さ
ん
（
33
）
　
　

　
　
　
桜
ち
ゃ
ん
（
7
）
　
大
河
く
ん
（
4
）
　

　
　
　
日
和
ち
ゃ
ん
（
３
）

さ
く
ら

ま
さ
お

し
ん
や

こ

し
の
ぶ

ひ
よ
り

た
い
が

山梨県農業共済組合

ア
ル
バ
ム

冬号

　
い
よ
い
よ
収
入
保
険
の
加
入
申
請
手
続
が
始
ま
り
ま
す
。
本
紙
で
も

特
集
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
読
み
い
た
だ
き
、
加
入

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
収
入
保
険
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
や
お
困
り
の

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
予
告
〉
広
報
紙
「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」
２
０
１
８
冬
号

　
　
　  （
平
成
30
年
12
月
発
行
予
定
）

編
集
後
記


